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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  13/16     (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ   11/00     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｂ    7/10     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｊ   13/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月6日(2017.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　僅かに周波数の異なる電波を用いて発生させたビート波を二つ用意して、互いに直交さ
せ、かつ該ビート波の周波数を９０°ずらすことで、伝搬周波数に比べて低い周波数で回
転する回転偏波をつくる回転偏波生成手段と、
　前記回転偏波の一周期を分割して得られる各領域に強自己相関性を持つ同一符号を夫々
割り当てるとともに、
　前記回転偏波の一周期の所定位置に前記符号とは異なる弱相互相関性を持つ符号を割り
当てる変調手段と、
　前記変調された電波を送信する空間的に直交する第１および第２の送信アンテナと、
を備えることを特徴とする無線送信機。
【請求項２】
　前記変調手段は、
　前記弱相互相関性を持つ符号、および／または、前記弱相互相関性を持つ符号を複数有
し、個別に用いて変調する
ことを特徴とする請求項１に記載の無線送信機。
【請求項３】
　前記変調手段は、
　前記弱相互相関性を持つ符号が、前記回転偏波の同一周期に一度以上存在せず、かつ、
一度の通信においてすべての偏波角度領域に少なくとも一度は存在することを特徴とする
請求項１または請求項２に記載の無線送信機。
【請求項４】
　前記変調手段は、
　前記弱相互相関性を持つ符号の前後に少なくとも一つ以上の前記強自己相関性を持つ符
号が配置される
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の無線送信機。
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【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の無線送信機が発信する電波を受信する無線受信
機であって、
　前記無線送信機が発信する電波を受信する空間的に直交する第１および第２の受信アン
テナと、
　前記無線送信機が用いる弱相互相関符号および強自己相関符号を記憶する記憶手段と、
　受信した信号に含まれる複数の伝搬路から到来した電波に関して、前記弱相互相関符号
を用いて前記無線送信機の送信タイミングを割り出し、該送信タイミングに基づき、前記
強自己相関符号を用いて前記無線送信機が用いた偏波角度を検出する検出手段と、
を備えることを特徴とする無線受信機。
【請求項６】
　前記検出手段は、前記第１および第２の受信アンテナの複数の出力を分岐し、それぞれ
に異なる偏角の正弦および余弦重みを乗じた後それらを合成することにより、同時に複数
の異なる偏波で到来波を該偏波毎に受信する
ことを特徴とする請求項５に記載の無線受信機。
【請求項７】
　空間的に直交する複数のアンテナを有する無線送信機および無線受信機を備える無線通
信システムであって、
　前記無線送信機は、
　僅かに周波数の異なる電波を用いて発生させたビート波を二つ用意して、互いに直交さ
せ、かつ該ビート波の周波数を９０°ずらすことで、伝搬周波数に比べて低い周波数で回
転する回転偏波をつくる回転偏波生成手段と、
　前記回転偏波の一周期を分割して得られる各領域に強自己相関性を持つ同一符号を夫々
割り当てるとともに、
　前記回転偏波の一周期の所定位置に前記符号とは異なる弱相互相関性を持つ符号を割り
当てる変調手段と、を備え、
　前記無線受信機は、
　前記無線送信機が用いる弱相互相関符号および強自己相関符号を記憶する記憶手段と、
　受信した信号に含まれる複数の伝搬路から到来した電波に関して、前記弱相互相関符号
を用いて前記無線送信機の送信タイミングを割り出し、該送信タイミングに基づき、前記
強自己相関符号を用いて前記無線送信機が用いた偏波角度を検出する検出手段と、
を備えることを特徴とする無線通信システム。
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